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フロリダにおけるサ トウキ ビのネコプセンチュウ防除

(WINCHESTER,∫.A.:SugarJournal22･23.1666)

プロ9タにおいては25年来サ トウキビの生産が急速に

増加 しつつあるが,その中で生育藩 く,収畳の低いと

ころがあり,そこの間場か ら採集 した土壌には多数の

ネコプセンチュウの生息することがわかっている.令

回繰出しサ トウキビ園における枚線虫剤の効果につい

て試験を行なったのでその成観を報告する.

試験はサ トウキビ (品種CIC.41-223)収穫2週間 後

に,Meloidogyneincognitoacriataサツマイモネコ

プセンチュウの個体数の多い2つの土壌 (Peatymuck

Soil,SandymuckSoil)で実施 した`粒線虫剤はエチ

レンタイブロマイド (エーカー当たり6ガロン区と12

ガロン区),Lyクロロプロパン (25ガロン区と37ガロ

ン区),および B-25141 (8ポンド区と16ポンド区

)を用い,前二者は株より5インチ離して8インチ何

に6インチの深 さに漕注し,後者は 2ガロンの水と共

に株にかけ,さらに薬剤を土壌に浸透 させるために等

塁の水を濯水 した.

処理 6,12,24,36週間後にサ ‡ウキビの成長率,寡

長,線虫の個体数について調査 した.線虫の個体数は

キウリを示鰐捕物 として調査 したところ次の とお りで

あった.

いずれの鵜剤処理区も無処丑担区に比 し,成長割合が増

加 し,線虫の個体数が少なか った.iyクロロプロパン

およびエチVンダイブロマイド処湖区では峯戊,成IjZ

良が増加 し.B-26141処理区は多くの 点で線虫防除

剤 としてもっともすぐれていた.

また試験結果か ら薬ilTriはtyクロロプロパンがエーカー

当たり25ガロン, B-2514上は8ポンド,エチレンダ

イブロマイドは6ガロンの処郡が良好であった.

(抄録 捕 縛二)


